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令和 8年度ソーシャルインパクトプロジェクトへの事業採択に関するお知らせ 

～AI/DXを活用した再生医療等製品開発の統合型プラットフォーム構築～ 

 

当社は、この度、福岡バイオコミュニティが推進する公募事業「令和８年度ソーシャルインパクトプ

ロジェクト」（以下「本事業」）に採択されましたことをお知らせいたします。 

 

１．本件の背景及び概要 

当社は、成長拡大市場である再生・細胞医療分野において、独自の基盤技術「バイオ 3Dプリンティン

グ」を活用し、革新的な再生医療等製品の実用化及び事業基盤（サプライチェーン）の確立へ向けた製品

開発を推進しております。 

当社は九州大学発のベンチャーとして創業して以来、一貫して九州・福岡地域において、地元研究機

関や企業、行政との産学官連携を通じて、新しい医療の創出及び地域経済の活性化を目指した地域創生

活動に積極的に取り組んでまいりました。 

このような背景のもと、当社事業「AI/DX を活用した再生医療等製品開発の統合型プラットフォーム

構築」が、「福岡バイオコミュニティ」（https://www.fbv.fukuoka.jp/）（以下「同コミュニティ」）が推進する

ソーシャルインパクトプロジェクトに採択されました。本事業は、AIやデジタル技術（DX）をはじめと

する先進的技術を活用した革新的なバイオ関連製品の研究開発を加速度的に推進するものであり、地域

の産学官が連携して最先端のインフラや高度な人材を巻き込んだ強固なバイオエコシステム（産業集積

拠点）の形成を目指すバイオコミュニティの発展に資するものです。 

当社は、本事業採択を機に、引き続き当社の製品開発力及び事業基盤の強靭化に直結する同コミュニ

ティとの連携強化を進め、バイオコミュニティの拡大及びバイオ産業の発展へ向けた活動を加速させて

まいります。 

さらに、このような地域創生活動や産学官連携によって築かれた強固な事業基盤に基づいて、北米を

はじめとするグローバル市場への事業展開を推進し、将来的には、地域創生による当社独自の事業価値

向上とグローバルな事業展開による中長期的な企業価値向上の発展的融合を目指してまいります。 

 

２．業績に与える影響 

本件による当社業績への影響については、本事業完了後、2027年 12月期決算（2027年１月１日から

2027年 12月 31日）において反映（上限 2,000万円）する予定です。 
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